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フォーシーズンズ ホテル
プラハ
Four Seasons Hotel 
Prague
www.jhrca.com/worldhotel/?cat42

フォーシーズンズ プラハの正面エントランス。気さくなドア
マンがゲストを迎え入れてくれる

エントランスホール奥にある重厚な雰囲気のレセプションホール

エントランスホール中央に置かれたエレガントなフラワーアレ
ンジメント

モルダウ川畔に面したネオ・クラシックの建物とフラン
ス式庭園

フォーシーズンズ流の使い勝手の良いバスルーム

メイン棟にある「Restaurant CottoCrudo」のテラス席
決して広くはないが、空間デザインレイアウトは
秀逸だ

「Four Seasons Spa」のフィッティングルームメインエントランス右脇のベンチに座った
かわいい少年少女のブロンズ製オブジェ

コンテンポラリー感覚のメイン棟にある「Deluxe Room」。約 40㎡の広さを確保した優雅な
客室である

「Four Seasons Hotel Praque」の正面エントランスに向かうアプローチ。メインストリートから一歩
奥まった場所に正面玄関を置いているため、観光客の喧騒から無縁で静かな環境を保っている

「Restaurant CottoCrudo」の人気テラス席モ ダ ン・ イ タ リ ア ン 料 理 の「Restaurant 
CottoCrudo」店内

世界にはまだまだ日本人が訪れていないホテルがある。このコーナーでは
ホテリエが知っておくべき「世界のリーディングホテル」を紹介する。こ
れまで多くのホテル紹介本が出版されてきたが、そのほとんどが現地のホ
テルと事前に取材の連絡を取り合い、プロのカメラマンや通訳、そのほか
大勢を連れ立っての大名取材であり、宿泊は省略といったことも多々で
あった。本連載では、著者自身が長年にわたる個人旅行中に自分の目で感
じ取り、コメントを書き込み、自分のカメラで思いのままを撮ってきた写
真を掲載する。　　　　　　　　　　　　　　　※本連載は毎月 2・4 週号掲載

筆者　小原 康裕
ホテルジャーナリスト
慶応義塾大学法学部法律学科卒。74
年 Munich Re 入社。85 年築地原健㈱
代表取締役。2001 年投資顧問会社原
健 設 立、 代 表 取 締 役 CEO。JHRCA、
日本ホテルレストランコンサルタン
ト協会理事。
www.jhrca.com/worldhotel
現在、筆者のホームページで「世界
のリーディングホテル」を連載中。
多くの美しい写真と興味深いコメン
トで、世界中のホテルとそれら関連
都市を紹介。

世界のリーディングホテルから厳選
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原康裕 渾身の写真集

A4 変型　フルカラー128 ページ
3,000 円（本体価格）
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プラハの中心部を滔
とうとう

々と流れるモルダウ川に架かる
カレル橋。プラハ城に向かうプラハ最大の観光名所だ
が、橋のたもとに四つの異なる建築様式を持つクラシカ
ルな建物に目が注がれる。それが、「Four Seasons Hotel 
Praque」の瀟

しょうしゃ
洒な建物である（以下、FS/P）。16 世紀に

建てられ、プレジデンシャルスイートが入るバロック様式、
19 世紀に建てられたネオ・クラシック様式とネオ・ルネッ
サンス様式の建物、そしてメインエントランスを配置したコ
ンテンポラリー・デザインのメイン棟から成るユニークな
構造をしている。その建築スタイルは歴史的建造物を損な
うことなく統合し、見事なハーモニーを醸し出している。

プラハ（Prague）はチェコの首都であり、百塔の街と謳
われるほど、数多くの教会の尖塔があり中世建築の宝庫
でもある。プラハの歴史地区はプラハ城や有名な旧市庁
舎の天文時計がある旧市街などが含まれ、ユネスコの世
界遺産の指定を 1992 年に受けている。プラハは大都市で
あるにもかかわらず、まさに街そのものが世界遺産という
希有な観光都市だ。東西冷戦時には社会主義圏で国が閉
ざされていたが、近年では世界各国から観光客が集まっ
ており、いたるところで観光客の多さに驚くことであろう。

FS/P は 20 室のスイートを含め、全 161 室のゲストルー
ムを擁して 2001 年に開業した。ドアマンが常駐するメイ
ンエントランス右脇にベンチがあり、可愛い少年少女が座っ
たブロンズのオブジェにゲストは癒やされる。プラハで最
初の本格的デラックスホテルであり、館内に一歩足を踏み
入れると、フォーシーズンズ流のエレガントなフラワーアレ
ンジメントがゲストを迎え入れてくれる。左手に進むと重
厚な雰囲気のレセプションホールがある。筆者にアサイン
された部屋はメイン棟にある「Deluxe Room」で、約 40㎡
の広さがある優雅な客室である。レストランではモダン・
イタリアン料理の「Restaurant CottoCrudo」があり、晴
れた日にはモルダウ川とプラハ城が望めるテラス席が人気
だ。また付随してメインバー「CottoCrudo Bar & Lounge」
がある。スパは地階に「Four Seasons Spa」が 24 時間対
応のヘルスクラブと共に用意されている。

FS/P は前述したようにカレル橋に隣接した最高の立地
にあるが、メインストリートから一歩奥まった場所に正面
玄関を置いているため、無用な観光客のホテル見学はなく
静かな環境を保っている。また、ホテルの周囲は大学やカ
レッジが集まり、アカデミックな雰囲気とモルダウ川畔の
観光客の喧騒との対比も興味深い場所柄と言える。


